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＜野外活動を再開します＞ 
コロナ感染防止のため諸行事は中止していましたが、緊急事態宣言解除を受けて４月以降野外活動

を再開することとしました。米づくりについては既にお知らせした内容で実施をしていますが、観察会

や、森と水辺の手入れについても再開します。 
新型コロナ感染症は、収束したわけではありませんのでより感染防止対策を講じながら実施します。

観察会で多人数となるような場合には、グループ分けをするなど密にならない対策を講じます。森と水

辺の手入れでは、作業場所を分けるとか、別の作業をするなどの蜜にならない対策を講じます。なお参

加する際は次の感染防止のためのお約束を守ってください。 

感染防止のためのお約束 

・少しでの体調が悪いときは参加を控えてください。 
・活動時や昼食時は、距離を保つよう各自意識してください。 
・受付時、昼食時、終了時などアルコール等で手指を消毒してください。（アルコールは会で用意。） 
・マスクの着用をお願いします。 
なお、感染拡大状況によっては再び中止することもありますが、その時はあらためてお知らせします。 

 
【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞                          報告：網代春男 

コロナ感染抑止のため、３月の予定行事は中止しました。そうした中で一部スタッフと有志で必要最低限仕

事を行いました。 

第 254 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2021 年３月７日（日） くもり 

スタッフによりニホンアカガエルの産卵最終確認、動植物の記録、鳥の観察記録をとりました。ニホンアカガエ

ルの今年の産卵は終了し、卵塊総数は 984 個でした。コブシが咲き始め、アマナは蕾を出していました。曇って気

温が低くオオイヌノフグリなどは花を閉じていました。 
鳥は 14 種。ハシブトガラスが巣作りの枝をくわえているのを２羽見ました。シジュウカラ、ウグイスは囀って

いました。セグロセキレイのペアーは交尾の姿勢を見せたが成立しませんでした。（記録：平沼勝男） 
参加 13 名（大人 11 名、幼児２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

森と水辺の手入れ「キノコの植菌」 2021 年 ３月１４日（日） はれ 
 参加家族を少数に限定して臨時開催をしました。７日に玉切りして水に浸したコナラ、エノキのほだ木にドライ

バーで開けた穴にお子さんたちがシイタケとエノキタケの駒菌を打ち込みました。シイタケはふた夏を経て出てく

るので、ちょっと待ち遠しいですが、楽しみに待ちましょう。参加 13 名（大人９名、中学生１名、小学生３名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 260 回  ＹＰＰ「野草を食べる会・米づくり説明会」 2021 年年３月２０日（土） くもり 

野草を食べる会は中止、米作り説明会のみ、今シーズン参加する方を対象に行いました。小西代表の挨拶に続い

て、谷津田を巡って米づくりをする環境を肌で感じていただきました。皆さん新鮮に感じていただけたようでした。 
田んぼ用の長靴の案内、活動にあたっての約束事の説明、種籾と米づくりの冊子を渡して終了しました。 

                参加 34 名（大人 21 名、大学生２名、中学生１名、小学生８名、幼児２名） 
 
＜小山町での活動＞ 

☆畦と水路の整備を進める中早くもイノシシの被害も ３月期          報告：たんぽぽ 
毎年３月下旬に行われる苗代作りとともに始まる稲作りを前に、土の緩み始める２月中旬頃から畦、水路の

整備を着々と進めて参りました。３月に入ると日中 20℃近くまで気温の上昇する暖かな日も増す中、３月 14

日未明には、あざみ谷の畦がイノシシの甚大な被害を受けました。同日それらを修復するとともに、毎日巡回

を欠かさず状況を見守っています。 

 



第 191 回 小山町ＹＰＰ「苗代作り」 2021 年３月２７日(土)       報告：赤シャツ親父 

早朝から夕方にかけて、あすみ小田んぼ、大椎小田んぼ、YPP 田んぼ、および個人田んぼの順に、計５本の苗代

を組み、数日前から浸種させておいたコシヒカリ、古代米 2 種(黒米、赤米)の種籾を蒔きました。今年度は新たに

土留めとして、おだにて使い古した竹にて枠を組み基部に沈める方法を試みました。小山の田んぼは水が豊富な上

水量変化も多く、泥も柔らかいため、過去に種籾の水没・流出の失敗を経験して来ました。新たな方法では、やわ

らかな土を盛る作業も容易な上丈夫なため、安定した環境を維持してくれるものと期待されます。きっと元気な苗

が育ってくれるでしょう。                        参加３名（大人３名） 
※SAKE BASE の酒米(山田錦)の苗代も同月下旬に始動したもようです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
dancyu 編集部による３団体合同取材 2021 年 3 月 28 日（日）       報告：赤シャツ親父 
小山で活動する SAKE BASE の酒米作りを紹介したプレジデント社「dancyu」編集部記者、里見氏の要望によ

り、小山町で活動する３団体(小山 YPP、土気 NGO、SAKE BASE)合同取材が土気 NGO 古民家にて行われました。

dancyu では今後も SAKE BASE の紹介記事を計画しているとの事、小山で活動する先輩団体の活動背景や、SAKE 
BASE との係りを理解し、より正確で良い記事の作成に生かしたいとの意図があるものと思われます。赤シャツ親

父からは、水源である山と田んぼがコンパクトにまとまっている上保全され、街が隣接し学校活動ともつながりが

ある、地理的、および社会的に特徴のある環境にて、活動を継続し、長年積み重ねた地主様との信頼関係が、彼ら

の活動を受け入れる素地となっているだろう。。。等々、様々な見解を語りました。    参加 7 名（大人 7 名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【谷津田・季節のたより】 
下大和田町 ３月１５日 つくし摘み佃煮風にして春を味わう。         報告：網代春男 

３月２３日 シオヤトンボ発生、ヤマザクラ咲き始める（早い）。 

３月２５日 クサイチゴ、ツボスミレ、ムラサキケマンなど咲き出す。アマナは満開。 

小 山 町  ３月初旬  ウグイス旺盛に囀る、コジュケイ、アカハラは度々こんにちは。 (赤シャツ親父) 
３月中旬   10 日頃よりシュレーゲルアオガエル活発に鳴く。セグロセキレイ久々にやってき

て盛んに活動。コジュケイ、キジ相変わらず忙しそう。あざみ谷にもイタチ出現。 
３月下旬  アオジ、アカハラ未だによく見かける。リスさんも出現。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
【イベントのお知らせ】 
＜下大和田谷津田＞ 

・森と水辺の手入れ 
日 時：2021 年 ４月１８日（日）９時 45 分～12 時 雨天中止 
持ち物：マスク着用、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴、帽子、軍手、午後まで活動する方は弁当、敷物。 
参加費：無料 
・第 256 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 

春の花や生きものを観察しながら谷津を巡ります。 
日 時：2021 年 ５月 ２日（日）９時 45 分～12 時 雨天決行 
持ち物：マスク着用、筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、

午後まで活動する方は弁当、敷物 
参加費 100 円（小学生以上） 

 

・第 262 回 下大和田ＹＰＰ「田おこし」, 第 263 回 下大和田ＹＰＰ「田うえ」 
日 時：田おこし ５月８日 (土),田うえ ５月１５日  ９時 45 分～１4時 小雨決行 
持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 
  
＜小山町谷津田＞ 
・第 192 回 小山町ＹＰＰ「苗代作りその２」  

バックアップの苗代、およびあざみ谷にて緑米の苗代を作ります。 
日 時 : 2021 年 ４月 ４ 日（日） 10:00～  ☆小雨決行 

場 所 : りんどう広場   ※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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